
                           

                           

六
月
四
日
、
第
六
回
「
お
田
植
え
感
謝

祭
」
が
連
谷
お
助
け
隊
主
催
で
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
、
イ
ベ
ン
ト
は
前
号
で
も
述
べ
た

よ
う
に
過
去
に
山
津
波
で
十
一
人
の
尊

い
命
を
失
わ
れ
、
ま
た
、
頻
繁
に
起
こ
る

転
石
や
山
崩
れ
か
ら
集
団
移
転
し
た
厳

し
い
過
去
に
も
め
げ
ず
、
棚
田
を
守
り
抜

い
た
偉
大
な
る
先
人
た
ち
へ
の
思
い
を

田
植
え
の
終
わ
っ
た
一
夜
、
棚
田
へ
ろ
う

そ
く
を
灯
し
「
鎮
魂
の
灯
火
」
と
題
し
て

地
元
住
民
で
語
り
合
お
う
と
開
催
し
て

き
た
。
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
ろ
う
そ

く
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
日
本
」
の
エ
ー
ル
を

送
り
、
災
害
義
援
金
の
協
力
を
仰
い
だ
。 

「
お
田
植
え
感
謝
祭
」
も
耳
込
み
、
口
コ

ミ
で
有
名
と
な
り
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、 

               

そ
の
対
応
に
お
助
け
隊
も
四
苦
八
苦
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
お
助
け
隊
、
棚
田
っ
娘
、

保
存
会
の
面
々
が
焼
肉
、
五
平
餅
、
猪
汁

な
ど
を
出
店
。
恒
例
の
「
こ
ど
も
陣
太
鼓
」

の
出
演
、
ま
た
、
こ
の
地
方
で
活
躍
す
る

「
ク
マ
ガ
イ
＆
ど
り
ち
い
」
な
ど
五
組
が

特
別
出
演
。
メ
ン
バ
ー
の
伴
奏
で
連
谷
小

学
校
五
名(

全
校
児
童)

は
全
国
棚
田
サ
ミ

ッ
ト
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
棚
田
へ
行
こ

う
」
を
リ
ズ
ム
感
た
っ
ぷ
り
と
歌
い
観
衆

か
ら
拍
手
を
得
た
。
暮
色
に
浮
か
び
上
が

る
約
二
千
本
の
「
鎮
魂
の
灯
火
」
に
埋
め

尽
く
す
カ
メ
ラ
マ
ン
や
観
客
約
五
百
人

を
ひ
と
と
き
厳
粛
な
世
界
へ
導
い
た
。
連

谷
お
助
け
隊
の
皆
さ
ん
、
企
画
、
準
備
、

開
催
、
片
づ
け
と
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

               

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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ふれあい広場から見た千枚の水鏡 



景
観
環
境
整
備
・
学
習
活
動 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
活
用 

① 

五
月
二
十
一
日
、
連
谷
地
区
方
瀬
集

落
の
生
活
道
路(

市
道)

に
覆
い
被
さ
る

杉
桧
や
雑
木
な
ど
の
除
伐
を
主
体
に
方

瀬
組
の
皆
さ
ん
、
保
存
会
、
連
谷
お
助
け

隊
の
出
役
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
の
景
観
環
境
整
備
は
す
で
に
三

年
に
も
及
び
、
お
化
け
の
出
そ
う
な
「
根

道
」
や
狐
伝
説
の
あ
る
「
ひ
と
つ
や
」
な

ど
、
車
で
通
っ
て
も
、
う
す
気
味
の
悪
か

っ
た
道
路
も
明
る
く
な
り
、
生
活
環
境
の

安
全
確
保
が
で
き
た
と
方
瀬
組
の
皆
さ

ん
は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
る
。 

                  

② 

五
月
二
十
九
日
、
保
存
会
、
お
助
け

隊
は
台
風
二
号
が
四
国
沖
で
熱
低
と
な

っ
た
が
西
三
河
地
方
大
雨
警
報
発
令
中
、

来
る
六
月
四
日
、
お
助
け
隊
主
催
「
お
田

植
え
感
謝
祭
」
を
見
据
え
、
千
枚
田
入
り

口
付
近
や
ふ
れ
あ
い
広
場
の
草
刈
り
作

業
を
実
施
し
た
。
こ
の
日
、
お
助
け
隊
も

降
り
し
き
る
大
雨
の
な
か
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ

日
本
」
の
ロ
ウ
ソ
ク
絵
文
字
の
組
み
立
て

や
竹
き
り
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
地
域
皆
ん
な
の
努
力
が
大
き
な
絆
を

創
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
力
の
あ
る
大

き
な
宝
で
あ
る
。 

                   

③ 

六
月
九
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
生
五
十
五
名
は
千
枚
田
の
実
習
田
で

自
ら
が
植
え
た
稲
の
生
育
調
査
や
田
の

草
と
り
を
実
施
、
ま
た
、
梅
取
り
や
郷
土

料
理
の
実
習
も
行
っ
た
。 

④ 

六
月
十
六
日
、
新
城
市
立
中
部
小
学

校
児
童
三
十
五
名
が
千
枚
田
を
訪
れ
、
棚

田
の
持
つ
機
能
、
生
物
多
様
性
な
ど
を
学

び
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で
上
る
。
雨

の
場
合
は
身
平
橋
集
会
場
で
学
習
す
る
。 

千
年
の
杜
植
樹
祭
参
加 

五
月
二
十
一
日
、
横
浜
ゴ
ム
「
千
年
の
杜
」

植
樹
祭
に
保
存
会
か
ら
高
橋
庄
一
、
高
橋

伸
治
、
高
橋
孝
行
、
今
泉
雅
男
、
小
山 

衛
、

松
下 

誠
、
村
雲
伸
一
、
原
田
武
典
、
原

田
英
史
、
小
山
舜
二
が
参
加
し
た
。 

生
中
継 

① 

六
月
二
日
、
千
枚
田
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

生
中
継
「
ほ
っ
と
イ
ブ
ニ
ン
グ
」
が
放
送
さ

れ
た
。
内
容
は 

千
枚
田
の
保
存 

活
動
を
主
題
に 

連
谷
小
学
校
全 

校
児
童
五
名
が 

お
田
植
え
感
謝 

祭
で
歌
う
「
棚 

田
へ
行
こ
う
」 

を
千
枚
田
の
四 

季
の
写
真
を
持 

っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歌
っ
た
。 

② 

六
月
八
日
、
千
枚
田
か
ら
中
京
テ
レ

ビ
「
お
は
と
ぴ
生
中
継
」
が
早
朝
五
時
二

十
分
か
ら
放
送
さ
れ
た
。 

   

五
月
二
十
一
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保 

存
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

         

二
十
二
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
①
横 

浜
ゴ
ム
新
入
社
員
研
修 

②
お
田
植
え
感 

謝
祭
協
力(

連
谷
お
助
け
隊
主
催) 

③
Ａ 

Ｚ
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
受
け
入
れ 

④ 

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
参
加 

⑤
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１ 

０
対
応 

⑥
大
林
・
方
瀬
集
落
生
活
道
路 

等
の
環
境
整
備
、
千
枚
田
ふ
れ
あ
い
広
場 

等
の
草
刈
作
業
・
都
市
交
流
の
一
環
と
し 

た
稲
作
体
験
学
習
等
の
受
け
入
れ
「
あ
い 

ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
⑦
「
千 

枚
田
だ
よ
り
」
の
発
行
、
各
マ
ス
コ
ミ
等 

の
対
応
等
々
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
す 

べ
て
の
事
業
に
連
谷
お
助
け
隊
の
大
き
な 

協
力
を
得
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

行 
 

平
成
二
十
三
年
六
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十
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平成 23年度役員 
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会
総
会 


